
「小児オンラインかかりつけ医」

モニター募集

調査事業の詳細は
裏面をご覧ください

公式LINE（特設）

参加方法はLINEでご案内します。
まずは左の二次元バーコードを読み込み
友だち追加をお願いします。

株式会社リーバーは、つくば市の協力を得て「小児オンラインかかりつけ医体制」の
調査事業について内閣府より採択を受け、遠隔医療アプリを活用して、かかりつけ
医の休日・夜間の相談体制を実現することについての実証調査を行います。つきま
しては、本事業にモニター参加いただける方を募集いたします。

■募集対象
つくば市にお住まいの「0歳から15歳」のお子様をお持ちの方

■実施いただく内容
①お子様の体調不良時に、適宜、遠隔医療アプリ LEBERでテキストチャット

医療相談をご利用いただく。
※平日は18時から翌9時まで、土曜休日は24時間無料でご利用いただ
けます。

②モニター参加中に実施するアンケート(複数回)にご回答いただきます。

■実証期間
2024年1月〜2024年3月（予定）

電 話 ：029-896-6263
メール ：info@leber.jp株式会社リーバー

本調査に関する連絡先

夜間や休日の子どもの体調不良時に、テキストチャットを通じて、無料で
医師へ医療相談ができます。

モニター登録のメリット

リーバー

つくばスーパーサイエンスシティ構想
先端的サービスの開発・構築等に関する調査事業〔内閣府〕



■ 「小児オンラインかかりつけ医」とは？

■ なぜ「小児オンラインかかりつけ医体制」が必要なのか？

かかりつけ診療所が診療していない「休日・

夜間」に体調不良が発生し、救急受診を

すべきか判断に迷った際に、かかりつけ医の

代わりに相談に乗ってくれる「オンライン上の

かかりつけ医」のこと。この休日・夜間の相

談体制について遠隔医療アプリを活用し、

複数名の医師で相談対応できる体制 を

「小児オンラインかかりつけ医体制」と呼ん

でいます。

「かかりつけ医」には、日常の診療だけではなく、休日・夜間のかかりつけ患者からの相談にも対応するという役割があります。一方で、

かかりつけ診療所は医師1人で運営している場合が多く、医師1人で24時間365日、かかりつけ患者の相談に対応しなければなら

ず、とても負担の大きい仕組みとなっています。さらに、国は「かかりつけ医」を中心とした地域医療体制の構築を目指していますが、

休日・夜間の相談対応にかかる負担がとても大きいため、地域のかかりつけ医の役割を国に申請している医療機関はわずか8%程

度しかありません。かかりつけ医を中心とした持続可能な医療体制を実現するには、オンライン等を適宜活用し、医師1人に負担が

かかり過ぎない仕組みを作ることが重要なのです。

診療時間 準夜帯 深夜帯

かかりつけ医が対応 オンライン医師が対応

子
供

かかりつけ医登録 相談・回答

情報連携

【相談の結果、早めの病院受診をすすめられた場合は？】
遠隔医療アプリからオンライン診療を受診することができます(実証に参加しているつくば市内の小児科クリニックの診察券
を持っている方のみ対象で有料/実証参加クリニックはLINEで案内します)。オンライン診療に対応する医師は筑波大学
附属病院の小児科医です。

■ 実証モニター参加イメージ

遠隔医療アプリ  LEBER で健康医療相談を利用【無料】 ※画面はイメージ

実証参加までの流れ ※画面はイメージ

①夜間、急な発熱

軽症疾患

中症疾患

重症疾患

②アプリで相談 ③医師からの回答（おすすめの対処法や受診の必要性のアドバイス）

準備

このタブが出てい

れば、実証参加

準備完了です。

出ていない場合は、

「リーバー公式

LINE」にご連絡く

ださい。

参加同意

実証内容
の説明文

かかりつけ医を登録（任意）

同意するとテキストチャッ

ト医療相談が無料にな

ります。

この表示があるクリニックに

は相談内容

が共有できます

※ この表示がない

医療機関には相談

情報は共有されません

※ 実証参加の流れの詳細は、公式LINE（特設）にて、順次お知らせいたします。

【実証参加医療機関】

・●●キッズクリニック

・●●こどもクリニック
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